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IMLB 2022実行委員長あいさつ 
 
はじめに、このメールマガジンを読んでいる皆さんがこのコロナ禍においても、健康に過ごされていること
を願っています。続いて、G’day! （こんにちは！）共同実行委員長のRosalind Gummow博士(ジェームズクッ
ク大学)、Neeraj Sharma准教授(ニューサウスウェールズ大学, UNSW)、Shirley Meng 教授(カリフォルニア大
学サンディエゴ校, UCSD, 米国)、主催団体のCASIRO（オーストラリア連邦科学産業研究機構）や協賛の
ICMS Australsiaとともに、IMLB学会を2022年6月にシドニーにおいて主催する名誉にあずかりましたこと
を、IMLB理事会に対して感謝いたします。また、残念ながらパンデミックでキャンセルになってしまいまし
たが、ベルリンでのIMLB2020の開催に尽力していただいたMartin Winter教授と組織委員会に感謝いたしま
す。 
 
将来、私たち全員がベルリンに集まり、リチウムイオン電池に関する我々の心躍る研究について話し合い、
ドイツや欧州で起こっている目覚ましい発展について聞くことができることを願っています。 
 
これから2022年の学会開催まで、オーストラリアの新興電池産業、オーストラリアのバッテリー鉱物資源、
IMLB2022の計画、オーストラリアの観光（このような遠方に来るのだから、学会だけではなく、少々長めに
滞在して美しい自然や街も楽しんでいってください！）、皆さんが参加できるコンテスト、などの情報を定
期的にお送りします。 
私だけでなく共同実行委員長の方からも連絡がいくと思います。もしオーストラリアに旅行するうえで知り
たいことがありましたら、遠慮せずにご連絡ください。いいアドバイスを提供できるよう最善を尽くしま
す。 
 
このメールで、我々はIMLB2022のウェブサイト（すでに見つけた方もいるかもしれません）の立ち上げ、学
会の重要な日程のハイライト、Tシャツデザインコンテスト（勝者はIMLB2022参加費と、もちろん学会のボ
ランティアとサポートスタッフ全員が着用するという栄誉が得られます！）をお知らせしています。加え
て、オーストラリアの電池産業に関するCRC State of Play2020レポートもハイライトしています。 
 
我々のIMLB2022への旅をご提供できることを楽しみにしています。皆さん、健康には気を付けて！そして、
これからよろしくお願いします。 
 
 
Adam Best博士  
IMLB2022共同実行委員長 
 


